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研究成果の概要（和文）：乳がん、子宮体がんの多くはその発生・進展にエストロゲンが関与しているが、がん
細胞において性ホルモン制御と代謝変容ならびにがん微小環境の関連について未解明の問題が多く残されてい
る。本研究では、これら女性がんの患者由来モデルを活用して、エストロゲン応答シグナルとその標的因子の作
用を明らかにし、ミトコンドリア代謝に関連する新たな治療標的となり得ることを示した。新規の非コードRNA
を同定し、エストロゲン受容体を活性化するメカニズムを明らかにした。ミトコンドリア呼吸鎖超複合体を臨床
に近い状態で評価・解析するため、生きた細胞内で可視化する手法を開発した。

研究成果の概要（英文）：Estrogen is involved in the development and progression of a large portion 
of breast and endometrial cancers, however, how sex hormones are associated with metabolic 
alterations and the cancer microenvironment in cancer cells remains largely unclear. In this study, 
we utilized patient-derived models of these female cancers to elucidate the actions of the 
estrogen-regulated signals and its target factors, and demonstrated that it would be a new 
therapeutic target related to mitochondrial metabolism. In addition, we identified a novel 
non-coding RNA and elucidated the mechanism by which it activates estrogen receptor. Furthermore, we
 developed a method to visualize mitochondrial respiratory chain supercomplexes formation in living 
cells in order to evaluate and analyze them in clinical cancer tissues.

研究分野： 分子生物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
女性がんの患者由来モデルを活用し、エストロゲン応答シグナルとその標的因子、さらに新規の非コードRNAの
役割を解明した。これにより、女性がんの発生・進展に関する分子基盤の理解が深まり、ミトコンドリア代謝に
関連する新たな治療標的としての可能性を示した。また、ミトコンドリア呼吸鎖超複合体を生きた細胞内で可視
化する手法の開発は、がん細胞におけるエネルギー代謝の詳細な解析を可能にし、治療効果を向上させる新たな
治療法の開発に貢献することが期待された。これらの知見は、治療抵抗性の克服や個別化医療への発展を介し
て、がん患者のQOL向上に寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
女性のがんである乳がん、子宮体がんの多くはエストロゲン受容体(ER)陽性であり、女性ホルモンで

あるエストロゲン依存性の増殖を示す。また、がん細胞は盛んに増殖・活動するために必要なエネルギ

ー・核酸等を供給するため、正常細胞とは異なる特徴的な代謝変化(解糖系やグルタミン酸代謝の亢

進)を有する。このような性ホルモン依存性の有無や代謝の変容は増殖、転移、薬剤耐性などのがんの

異なる個別の特性(多様性)ならびに腫瘍内での不均一性に関わる要因であり、患者予後にも関わるこ

とが想定されている。このような観点を踏まえ、女性がんの病態をホルモン依存性と代謝の視点から分

子メカニズムのレベルで理解することは、診断・治療法の開発の上で極めて重要であると考えられる。さ

らに、腫瘍周辺の血管、免疫細胞、線維芽細胞、脂肪細胞、シグナル伝達分子などからなるがん微小

環境は、がん細胞と相互作用し、腫瘍増殖・転移の制御に関わっている。しかしながら、がん微小環境

と代謝制御については未解明の問題が多く残されている。 
 
 
２．研究の目的 
 
我々は女性がんの発生・増殖メカニズム解明とその診断・治療への応用を目指し、研究を推進してき

ている。乳がんにおいてエストロゲン応答遺伝子として発見した COX7RP が、ミトコンドリア呼吸鎖の各

複合体間の超複合体形成を促進する因子であることを発見し、呼吸活性を高めてエネルギー代謝を増

加させることを見出した(1)。また、COX7RP 遺伝子改変マウスの解析により、COX7RP は生体では褐色

脂肪組織での熱産生ならびに筋肉におけるエネルギー産生に重要な役割を担っていることを明らかに

した。さらに、COX7RP を乳がん、子宮体がん細胞で過剰発現させると、低酸素においても細胞増殖が

促進されることを発見している(2)。最近、がん細胞では「代謝リプログラミング」が生じており、エネルギ

ー源あるいは細胞材料の源として必要なグルコース、アミノ酸、脂肪酸等の代謝経路の変換や依存度

を変化させていることが明らかになっている。本研究では、性ホルモンが関与するがん細胞のミトコンドリ

ア呼吸鎖超複合体、代謝リプログラミングの解明に基づき、がん細胞のエネルギー供給を遮断できる新

しい治療標的を明らかにすることを目標とする。さらに、我々は最新の革新的技術であるがん三次元ス

フェロイド培養法の活用により乳がん、子宮体がん患者由来の長期生存可能ながん培養系を構築して

おり、この実臨床により近いモデル系を活用して、課題解明を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 

がん患者由来細胞(patient-derived cells, PDC)の培養は、倫理基準を満たした腫瘍サンプルを細切し

た後、コラゲナーゼと DNase I で消化し、超低接着培養皿で、Rho 結合キナーゼ阻害剤 Y27632 を含

む StemPro hESC SFM 培地(Invitrogen)で三次元スフェロイド培養を行い、長期培養可能な PDC を樹

立した。スフェロイド増殖は CellTiter-Glo 3D 細胞生存率アッセイキット(Promega)を使用して評価した。

遺伝子発現は定量的 PCR 法の他、公共データベースでの解析を行った。遺伝子特異的 siRNA を合

成し、RNAiMAX (Invitrogen)を使用して細胞にトランスフェクションを行い導入した。蛋白質の発現は

細胞溶解液を SDS-PAGE で分離した後、それぞれの遺伝子に特異的な抗体を用いたウエスタンブロッ

ト法により解析を行った。細胞増殖は、Hoechst 33,258 蛍光色素(Thermo Fisher Scientific)を用いて細

胞溶解液に含まれる DNA 量を定量することにより評価した。細胞周期の解析は、プロピジウムヨウ化物

で染色した細胞をフローサイトメトリー(FACS)で測定し、DNA 含量に基づいて細胞周期の G1、S、およ



び G2/M期の細胞の割合を測定した。細胞移動能の解析は、6 ウェルプレート内の Boydenチャンバー

(Costar)に細胞を播種し、48 時間後、移動した細胞をギムザ溶液で染色し、計測した。マイクロアレイ解

析は、それぞれの細胞から抽出した RNA を用いて行った。遺伝子プロモーター活性の解析はルシフェ

ラーゼレポーターを用いて評価を行った。クロマチン免疫沈降(ChIP)アッセイは細胞をホルムアルデヒド

で固定した後、超音波破砕し、それぞれの抗体を用いて免疫沈降を行い、回収された DNA を定量的

PCR法により定量した。in situハイブリダイゼーションは、ジゴキシゲニン標識 RNAプローブを使用して

ホルマリン固定パラフィン包埋切片に対して施行した。 
 
 
４．研究成果  
 

子宮体がんの多くは、女性ホルモンであるエストロゲンがその発生や進展に関わっている。しかしな

がら、その正確な分子メカニズムは、エストロゲン応答性を有するがん細胞株が限られていることもあり、

未だ解明されていない。我々は以前、エストロゲン受容体 α (ERα)を高発現する子宮体がん患者由来細

胞(EC-PDC)を三次元スフェロイド培養を行って樹立しており、この EC-PDC を用いて、エストロゲン応答

遺伝子 Efp (estrogen-responsive finger protein)の転写制御と機能を解析した(3)。その結果、EC-PDCに

おいて、エストロゲン依存的な Efp mRNA の発現誘導が認められ、Efp遺伝子の転写調節領域に存在

するエストロゲン応答配列(ERE)に ERα が結合することをクロマチン免疫沈降法により明らかにした。ま

た、ルシフェラーゼレポーターアッセイにより、ERE がエストロゲン依存的に転写活性を促進することが

示された。EC-PDC において、特異的 siRNA を用いて Efp の発現をサイレンシングすることにより、スフ

ェロイド増殖が抑制されることが示された。さらに、Efp の発現をサイレンシングした EC-PDCにおいてマ

イクロアレイ解析を行い、遺伝子発現プロファイルの変化を明らかにし、特に、細胞周期関連遺伝子

(CDK6 など)および炎症・免疫応答関連遺伝子(IL10RA、IL26、IL6ST など)の発現が減少することを示

した。これらより、エストロゲン感受性の子宮体がん患者由来モデルを活用して、Efp とその標的遺伝子

の作用を明らかにし、新たな治療標的となり得ることが示唆された。 

また、Efp の乳がんにおける作用について、当研究室では ER 陽性乳がんにおいて腫瘍促進的な役

割を果たしていることを明らかにしてきたが、性ホルモン受容体が陰性で治療抵抗性を示すトリプルネ

ガティブ乳がん(TNBC)の病態に寄与しているかどうかについては解明されていなかった。性ホルモン

感受性と非感受性のメカニズムの相違を明らかにすることによって、治療抵抗性の克服に向けた治療戦

略開発に取り組むため、本研究では、TNBC細胞における Efpの作用機構の解析を行った。そのため、

MDA-MB-231細胞と TNBC 患者由来の培養系(TNBC-PDC)を用いて解析を行った(4)。これら 2つの

細胞に siRNA を導入し、Efp の発現を抑制することによって、腫瘍増殖と細胞周期進行の阻害が認め

られた。また、Efp ノックダウンにより細胞移動能の減少が示された。さらに、Efpによって発現制御される

標的遺伝子を探索するため、Efp をノックダウンしたこれら両細胞を用いてマイクロアレイ解析を行うこと

により、両細胞で共通して発現抑制される遺伝子として、複数の細胞周期関連遺伝子が同定され、

TNBC細胞の増殖に関与していることが示された。これらの結果より、患者由来がんモデルを活用して、

Efpが TNBCにおいて腫瘍促進的な役割を果たしており、治療標的となり得ることを示した。 

興味深いことに、ミトコンドリアの分裂に関わるダイナミン関連タンパク質 1 (DRP1)は、Efp によってユ

ビキチン化され、分解されることが報告されている(5)。これにより、Efp はミトコンドリアの分裂と融合のバ

ランスを調節することでミトコンドリアのダイナミクスに影響を与え、エネルギー代謝を調節することが示唆

されている。また、前立腺がんにおいて、Efp はミトコンドリア TCA 回路の酵素であるイソクエン酸デヒド

ロゲナーゼ 1 (IDH1)とフマル酸ヒドラターゼ(FH)の発現を制御し、腫瘍悪性化に関与することが示唆さ

れている(6)。これらの知見と本研究の結果から、Efp はエストロゲンによるミトコンドリア代謝制御を媒介



する可能性が示唆され、女性がんにおいて重要な働きを担っていることが想定された。 

最近の RNA研究の進歩により、蛋白質をコードしない非コード RNA (ncRNA）が数多く発見され、が

んに関わることが明らかになってきている。エストロゲン応答性の乳がんにおいて、エストロゲン受容体 α 

(ERα)はホルモン依存性の転写因子として作用し、がん増殖に必須の役割を担っているが、ERαの発現

ならびに機能を直接制御する ncRNA として知られているものは少数であり、さらに多くの ncRNA の関

与が想定されている。本研究では、ER 陽性乳がん細胞の RNA シークエンシング解析を行い、新規の

ncRNA (BNAT1, breast cancer natural antisense transcript 1) を同定した(7)。臨床病理学的解析によっ

て、BNAT1 は ER 陽性乳がん患者の予後不良因子となることが示された。また、BNAT1 は内分泌療法

抵抗性 ER 陽性乳がん細胞の増殖を促進することが明らかになった。そのメカニズムとして、BNAT1 は

ERα の発現亢進に関与することと、ERα タンパク質に結合して転写活性化能を上昇させることが明らか

になった。 

最近の研究では、ncRNA がミトコンドリアの機能において重要な役割を果たしていることが示されて

おり、特にいくつかの ncRNA はミトコンドリアの電子伝達系や酸化的リン酸化を調節することが示されて

いる(8)。ncRNA の 1 つである microRNA (miR-663)は、ミトコンドリア呼吸鎖(I、II、III、IV)サブユニット

とアセンブリー因子の発現レベルを増加させ、それによってミトコンドリア呼吸鎖超複合体を安定化させ

ることが示されている。本研究で明らかにされた OIN1 をはじめとして、エストロゲンのシグナル経路を制

御する ncRNA のさらなる包括的な機能解明により、ミトコンドリア代謝や呼吸鎖超複合体の調節とがん

の発生・進行に関わる ncRNAが解明されると考えられた。 

ncRNAの一種である環状 RNA (circNDUFB2)は、Efp と IGF2 mRNA結合タンパク質(IGF2BP)の結

合を増強する足場として機能していることが報告されている(9)。この Efp/circNDUFB2/IGF2BP 複合体

は、がんの進行・転移の促進因子である IGF2BP のユビキチン化による分解を促進することが知られて

いる。さらに、circNDUFB2は RIG-I とも結合し、免疫細胞を腫瘍微小環境にリクルートすることが示され

た。以上のように、Efp は ncRNA を介して多彩な作用を発揮しており、腫瘍の性ホルモン応答、ミトコン

ドリア代謝・呼吸鎖の機能ならびに腫瘍微小環境において重要な役割を担っていることが示唆された。 

ミトコンドリア呼吸鎖超複合体を臨床に近い状態で評価・解析するために、生きた細胞内でこれらを

可視化する手法を開発した(10)。そのため、エネルギーを多く必要とする組織として、ミトコンドリア呼吸

鎖超複合体の機能解析が進んでいる筋肉を対象とし、その代表的な細胞株であるマウス筋芽細胞

C2C12をモデル細胞として使用した。この細胞に、ミトコンドリア呼吸鎖超複合体の構成因子である複合

体 I と複合体 IV のサブユニットにそれぞれ緑色と赤色の蛍光蛋白質を融合した蛋白質を発現させた。

この細胞では、複合体 I と複合体 IV が離れている場合、それぞれ緑色と赤色の蛍光を発するが、ミトコ

ンドリア呼吸鎖超複合体(I+III2+IV)が形成されるとエネルギー移行が起こり、緑色で蛍光刺激すると赤

色が光る Förster resonance energy transfer (FRET)現象が観察される。この FRET現象をレーザー顕微

鏡で観察・定量化することで、生きた細胞内でミトコンドリア呼吸鎖超複合体の定量化した。次に、この

FRETアッセイが可能なマウス筋芽細胞を用いて 1,000種類以上の化合物をスクリーニングし、ミトコンド

リア呼吸鎖超複合体の形成を増加させる薬物を探索した。その結果、リン酸化酵素である SYK (spleen 

tyrosine kinase)の阻害薬を同定した。この SYK 阻害薬はミトコンドリア呼吸鎖超複合体の形成を促進し、

酸素消費速度を上昇させることでエネルギー代謝を高めることが示された。さらに、SYK 阻害薬をマウ

スに投与したところ、持続運動が向上し、筋肉内のミトコンドリア呼吸鎖超複合体が増加することが明ら

かになった。これらの結果から、FRET 現象を利用したミトコンドリア呼吸鎖超複合体の解析系は、臨床

に近い生きた細胞に応用できる可能性が示唆された。 
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自然免疫制御にかかわるZCCHC3とEfp/TRIM25はトリプルネガティブ乳がんの新規診断・治療標的となる

ミトコンドリア呼吸鎖超複合体の生細胞FRETイメージング法開発とサルコペニア治療・筋肉抗老化への応用

 １．発表者名

 １．発表者名

藤本章博、池田和博、竹岩俊彦、木脇圭一、川端英孝、大崎昭彦、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、東浩太郎、池田和博、堀江公仁子、井上聡



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第41回日本内分泌学会内分泌代謝サマーセミナー

堀江公仁子、岩渕英里奈、池田和博、渋谷祐介、徳永英樹、島田宗昭、新谷大輔、長谷川幸清、鈴木貴、井上聡

堀江公仁子、池田和博、佐藤航、井上聡

池田和博、鈴木貴、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、東浩太郎、池田和博、堀江公仁子、井上聡

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第96回日本内分泌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

患者由来子宮体がん細胞のスーパーエンハンサー解析から抽出したcordon-bleu WH2 repeat protein-like 1のがん診断・治療における意
義

子宮内膜がんにおける腫瘍増殖因子Efpの機能解析

がん代謝を調節するミトコンドリア呼吸鎖超複合体形成因子 COX7RP の前立腺がんにおける役割とその核内受容体 ERRα と転写共役因子
PGC-1α による発現制御機構

呼吸鎖超複合体のライブイメージング法開発と筋肉機能向上・サルコペニア治療への応用

第9回がんと代謝研究会

第9回日本筋学会学術総会第10回筋ジストロフィー医療研究会



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アンドロロジー学会第42回学術大会

Keystone symposia, Mitochondrial Dysfunction: From Ultra-Rare Diseases to Aging（国際学会）

第21回日本ミトコンドリア学会年会

第30回日本ステロイドホルモン学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

竹岩俊彦、東浩太郎、北見俊守、堀江公仁子、池田和博、井上聡

堀江公仁子、池田和博、井上聡

池田和博、鈴木貴、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、東浩太郎、池田和博、堀江公仁子、井上聡

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ミトコンドリア呼吸鎖超複合体の生細胞FRETイメージングによる定量法の開発と筋疾患治療・予防法への応用

エストロゲン受容体の新しいエピゲノム制御メカニズム

難治性前立腺がんにおけるミトコンドリア呼吸鎖超複合体形成因子COX7RPの役割とその上流転写因子のエストロゲン関連受容体ERRαによ
る発現制御機構

Development of a FRET-based Evaluation System of Mitochondrial Respiratory Supercomplex Formation in Live Cells and Its
Potential Clinical Application to Muscle Disorders.

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2022年

2022年

 ２．発表標題

第30回日本ステロイドホルモン学会学術集会

第30回日本ステロイドホルモン学会学術集会

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第95回日本生化学会大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

池田和博、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、池田和博、鈴木貴、佐藤航、川端英孝、堀江公仁子、井上聡

池田和博、堀江公仁子、井上聡

池田和博、堀江公仁子、井上聡

第45回日本分子生物学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ホルモン感受性患者由来子宮内膜がん細胞におけるエストロゲン応答遺伝子EfpとCOX7RPの機能解析

エストロゲン受容体陽性乳がんにおけるRNA結合蛋白質PSPC1の臨床的意義と作用メカニズムの解明

活性型エストロゲン受容体αを筋肉で発現するマウスは持久運動の延長を示す

ミトコンドリア呼吸鎖超複合体によるマウス個体レベルでの代謝調節

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術総会

佐藤航、池田和博、後藤典子、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、池田和博、鈴木貴、佐藤航、川端英孝、堀江公仁子、井上聡

東浩太郎、池田和博、鈴木貴、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、池田和博、堀江公仁子、井上聡

Ovarian Cancer Research Seminar Series（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Efpはトリプル陰性乳がん細胞の増殖と移動能を促進させる

PSPC1はESR1およびSCFD2遺伝子を転写後調節しエストロゲン受容体陽性乳がんの増殖を制御する

TRIM47とNR4A1の免疫染色性の組み合わせによる内分泌療法耐性乳がんの予測

Identification of OIN1, a lncRNA overexpressed in high-grade serous and clear cell ovarian carcinomas, as a cancer
therapeutic target

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

遺伝子デリバリー研究会第21回シンポジウム（招待講演）

第8回がんと代謝研究会（招待講演）

第52回腎癌研究会

 ３．学会等名

池田和博、堀江公仁子、井上聡

鎌田修平、池田和博、鈴木貴、佐藤航、北山沙知、川上理、市川智彦、堀江公仁子、井上聡

東浩太郎、池田和博、柴祥子、佐藤航、堀江公仁子、長谷川智、網塚憲生、田中伸哉、井上聡

池田和博

第24回日本骨粗鬆症学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

がん増殖・代謝を制御するミトコンドリア呼吸鎖超複合体の役割

患者由来淡明細胞腎がんモデルを用いて明らかにされた腫瘍促進・予後因子としてのNeuritin1の役割

エストロゲン応答遺伝子Ebag9欠損マウスにおける骨量低下とオートファジー制御

がん患者由来培養・移植モデルの確立とその応用

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第23回ホルモンと癌研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回日本内分泌学会内分泌代謝学サマーセミナー

堀江公仁子、池田和博、高木清司、鈴木貴、井上聡

佐藤航、池田和博、後藤典子、堀江公仁子、井上聡

池田和博、佐藤航、後藤典子、堀江公仁子、井上聡

竹岩俊彦、池田和博、鈴木貴、佐藤航、川端英孝、堀江公仁子、井上聡

日本患者由来がんモデル学会2022年度学術集会

日本患者由来がんモデル学会2022年度学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

乳がんにおけるエストロゲン受容体シグナル調節性長鎖非コードRNAの機能解析と臨床応用

患者由来トリプルネガティブ乳がん細胞においてEfpは細胞周期関連因子を標的として細胞増殖をもたらす

患者由来がん細胞を用いた長鎖非コードRNA TMPO-AS1のトリプルネガティブ乳がんにおける機能解析

RNA結合蛋白質PSPC1はSCFD2遺伝子の発現を転写後調節しエストロゲン受容体陽性乳がんの増殖および患者の予後不良に関わる

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第95回日本内分泌学会総会

第29回日本ステロイドホルモン学会学術集会

第31回 泌尿器分子細胞研究会

堀江公仁子、池田和博、佐藤航、井上聡

池田和博、堀江公仁子、井上聡

北山沙知，池田和博，川上理，井上聡, 堀江公仁子

鎌田修平、滑川剛史、池田和博、鈴木貴、香川誠、竹下英毅、矢野晶大、市川智彦、堀江公仁子、川上理、井上聡

第31回 泌尿器分子細胞研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

子宮内膜がんにおける腫瘍増殖因子Efpの機能解析

筋特異的活性型エストロゲン受容体の過剰発現はマウスの持続運動パフォーマンスを向上させる

患者由来細胞・移植モデルを活用した精巣がんシスプラチン耐性関連因子の探索

2型糖尿病治療薬であるDPP4阻害薬は腎がんのチロシンキナーゼ阻害薬治療抵抗性を緩和する

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回 日本分子生物学会年会（招待講演）

第44回 日本分子生物学会年会

第80回日本癌学会学術総会（招待講演）

 ３．学会等名

東浩太郎、竹岩俊彦、池田和博、井上聡

堀江公仁子、北山沙知、池田和博、川上理、井上聡

東浩太郎、池田和博、柴祥子、佐藤航、堀江公仁子、田中伸哉、井上聡

池田和博、堀江公仁子、井上聡

第23回日本骨粗鬆症学会・第39回日本骨代謝学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

呼吸鎖超複合体の可視・定量化に基づくミトコンドリア機能促進化合物の同定

患者由来がん培養・移植系を活用した精巣がん分子病態の解析と新規治療標的の探索

エストロゲン応答遺伝子Ebag9欠損マウスにおける骨形成低下とオートファージ制御

ミトコンドリア呼吸鎖超複合体を介する代謝リモデリングとがん増殖

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第39回内分泌代謝学サマーセミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第80回日本癌学会学術総会

東浩太郎、池田和博、鈴木貴、堀江公仁子、井上聡

Shuhei Kamada, Kazuhiro Ikeda, Takashi Suzuki, Wataru Sato, Sachi Kitayama, Satoru Kawakami, Tomohiko Ichikawa, Kuniko
Horie, Satoshi Inoue

Kuniko Horie, Kazuhiro Ikeda, Satoshi Inoue

東浩太郎、池田和博、鈴木貴、堀江公仁子、井上聡

第80回 日本癌学会学術総会

1st JCA-AACR Precision Cancer Medicine International Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

TRIM47はPKCεを安定化し乳がんのタモキシフェン耐性に関わる

Patient-derived renal cancer cell model reveals nuritin1 as a tumor promoting and prognostic factor

Potential Drug Repositioning of DPP4 Inhibitor for Advanced Renal Cell Carcinoma Resistant to Vascular Endothelial Growth
Factor Tyrosine Kinase Inhibitor

乳がんにおけるタモキシフェン耐性予測因子TRIM47 の NF-kappaB シグナル活性化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第39回内分泌代謝学サマーセミナー

第39回内分泌代謝学サマーセミナー

第94回日本生化学会大会（招待講演）

池田和博、堀江公仁子、井上聡

堀江公仁子、池田和博、井上聡

池田和博、堀江公仁子、井上聡

鎌田修平、北山沙知、池田和博、鈴木貴、市川智彦、矢野晶大、川上理、堀江公仁子、井上聡

第21回日本抗加齢医学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ホルモン感受性患者由来子宮内膜がん細胞の樹立に基づくエストロ ゲン応答遺伝子Efp の機能解析

乳がんにおける増殖関連長鎖非コードRNA の機能解析と臨床応用

COX7RPミトコンドリア呼吸鎖超複合体形成因子を軸とした子宮体がんにおける代謝変容の解明

患者由来腎がん三次元培養系に基づく 難治腎がんの克服を目指した新規治療戦略の検討

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アンドロロジー学会第40回学術大会

Keystone Symposia, Cancer Stem Cells: Advances in Biology and Clinical Translation (EK46)（国際学会）

Keystone Symposia “Non-Coding RNAs: Biology and Applications (EK44)”（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kuniko Horie, Kazuhiro Ikeda, Satoshi Inoue

Toshihiko Takeiwa, Kazuhiro Ikeda, Kuniko Horie-Inoue, Satoshi Inoue

竹岩俊彦、池田和博、鈴木貴、堀江公仁子、井上聡

北山 沙知、池田 和博、川上 理、堀江 公仁子、井上 聡

第22回ホルモンと癌研究会抄録（招待講演）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Identification of therapeutic targets for testicular germ cell tumors based on transcriptomic analyses for patient-derived
cancer spheroid cultures

Identification of a tumor-promoting long intergenic noncoding RNA, OIN1, in ovarian cancer

RNA結合蛋白質PSF/PSPC1/NONO(DBHS)ファミリーの乳がん病態における役割

患者由来モデルを活用した精巣がんシスプラチン耐性メカニズムの探索と機能解析

 １．発表者名

 １．発表者名
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